
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食だより 
令和４年度 

３月号 

令和 5 年 2 月 28 日 

西東京市立碧山小学校 

校長 中嶋 太 

家庭数 

～３月の献立から～ 

３日 菜の花ちらし寿司 

 日本ではお祝い事にはお寿司を食べる習慣がありました。中でも、見た目も華やかで豪華なちらし寿司は、女

の子の健やかな成長を願うひな祭りにぴったり！ということで、ひな祭りにちらし寿司を食べるのが一般的とな

ったようです。 

10 日 縄文給食 

 3 月 10 日は、平成２７年に東伏見にある下野谷遺跡が国史跡に指定された記念日「したのやの日」です。下

野谷遺跡は、今から４千年から５千年前の縄文時代にムラのあった場所です。縄文時代の人たちは、ムラのまわ

りの森や川でとれるものを工夫して食べていました。縄文人が食べていた栗や魚、山菜などを使った献立（五穀

ご飯、ますのしそみそ焼き、縄文鍋）にしてみました。 

１５日 キャラメルポテト 

 バターと砂糖で作ったキャラメルに、揚げたさつまいもを和えました。 

 さつま芋は、別名”甘藷
かんしょ

”と言い、これは、「甘みのある芋」を意味します。また、さつま芋が作られるよう

になった頃は、南九州地方にあった”薩摩藩”で栽培が盛んだったことから”さつま芋”と呼ばれるようになり

ました。さつま芋は、江戸時代以降の食料不足から多くの人の命を救ってくれた食べ物です。 

16 日 卒業・修了おめでとう献立 古代の赤飯 

 赤飯はふつう、”ささげ”と呼ばれる豆を使って炊くことが一般的ですが、赤米を白米に混ぜて炊きました。

弥生時代にお米というと、赤米を炊いて食べていました。しばらくして、白米が出回り、赤米が食べられる機会

が減っていきましたが、それでも悪いことが起きた時や、お祝いの時に赤米が食べられていたそうです。これが

赤飯の原点といわれています。皆さんの卒業と修了をお祝いする献立です。 

1７日 ポテトコロッケ 

 コロッケは、フランス料理で「クロケット」と呼ばれていました。クロケットというのは、フランス語で「カ

リカリしたもの」という意味があります。明治後期には、青森駅の食堂メニューに出ており、名前は全国に浸透

していきました。明治時代から大正時代にかけてのコロッケは、トンカツやビーフステーキよりも高価な料理で

したが、昭和に入り、庶民的な現在のコロッケとなっていきました。 

食物アレルギー対応について 

 給食での食物アレルギー対応を希望される方は、1 年ご

とに「食物アレルギー申出書」と「学校生活管理指導表」

の提出が必要となります。書類提出後に４月より面談を行

います。今年度対応を行っていた児童の保護者の方には、

すでに配付をしております。来年度以降対応を希望される

方は、お早めにお申し出ください。なお、除去食提供の対

応が栄養士不在の間はできないことをご了承下さい。 

給食費の返金について 

 アレルギー対応等の返金につきまして、3 月

中に返金を行います。 

 別途通知を配布いたしますので、ご確認よろ

しくお願いいたします。 

～１年間学校給食にご協力いただき 

ありがとうございました～ 


